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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する撮像装置，
　プレ撮像をして，プレ被写体像を表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御
するプレ撮像制御手段，
　上記プレ撮像制御手段による制御のもとに上記撮像装置から出力された画像データによ
って表されるプレ被写体像の中から対象画像を検出する第１の対象画像検出手段，
　上記第１の対象画像検出手段によって検出された対象画像の代表輝度が適正な明るさを
有していれば露出量の調節が不要と判定し，該対象画像の代表輝度が適正な明るさを有し
ていなければ露出量の調節が必要と判定する露出量調節判定手段，
　上記露出量調節判定手段によって露出量の調節が不要と判定されたことに応じて本撮像
して，本撮像被写体像を表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御する第１の
本撮像制御手段，
　上記露出量調節判定手段によって露出量の調節が必要と判定されたことに応じて，上記
第１の対象画像検出手段によって検出された対象画像の露出量が，プレ被写体像の全体を
適正な明るさとするときの露出量よりも多く，特定対象を適正な明るさとするときの露出
量よりも少ない露出量となるように露出量を調節する露出量調節手段，および
　上記露出量調節手段によって調節された露出量のもとに，本撮像して本撮像被写体像を
表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御する第２の本撮像制御手段，
　を備えた撮像システム。
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【請求項２】
　上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データによ
って表される本撮像被写体像のうち，上記第１の対象画像検出手段によって検出された対
象画像の領域に対応する領域内の画像にもとづいて階調補正を行うかどうかを判定する階
調補正判定手段，および
　上記階調補正判定手段により階調補正を行うと判定されたことに応じて，上記第２の本
撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力された画像データを，上記露光量調節
手段による露光量の調節が行われない場合において上記第１の対象画像検出手段によって
検出された対象画像を適正な明るさとする階調補正よりも少ない階調補正量によって階調
補正する階調補正手段，
　をさらに備えた請求項１に記載の撮像システム。
【請求項３】
　上記階調補正手段が，線形階調補正および非線形階調補正の少なくとも一方を行うもの
である請求項２に記載の撮像システム。
【請求項４】
　上記プレ撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データによって
表されるプレ被写体像のうち，上記第１の対象画像検出手段によって検出された対象画像
に対応する領域内の画像および上記露出量調整手段によって調節された露出量にもとづい
てフラッシュ発光が必要かどうかを判定するフラッシュ発光判定手段，ならびに
　上記フラッシュ発光判定手段によってフラッシュ発光が必要と判定されたことに応じて
，上記第２の本撮像制御手段による本撮像に同期してフラッシュ発光するようにフラッシ
ュ発光装置を制御するフラッシュ発光制御手段，
　をさらに備えた請求項１に記載の撮像システム。
【請求項５】
　上記第２の本撮像制御手段による制御にもとづいて上記撮像装置から出力される画像デ
ータによって表される本撮像被写体像の中から上記対象画像を検出する第２の対象画像検
出手段，
　上記第２の対象画像検出手段によって検出された対象画像にもとづいて階調補正が必要
かどうかを判定する階調補正判定手段，および
　上記階調補正判定手段によって階調補正が必要と判定されたことに応じて，上記第２の
本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データを，第２の対象画
像検出手段によって検出された対象画像を適正な明るさになるように階調補正する階調補
正手段，
　をさらに備えた請求項４に記載の撮像システム。
【請求項６】
　上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データによ
って表される本撮像被写体像の中から上記対象画像を検出する第２の対象画像検出手段，
　上記第２の対象画像検出手段によって検出された対象画像の階調補正が必要かどうかを
判定する階調補正判定手段，および
　上記階調補正判定手段によって階調補正が必要と判定されたことにより上記第２の本撮
像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データを，上記露光量調節手
段による露光量の調節が行われない場合において上記第１の対象画像検出手段によって検
出された対象画像を適正な明るさとする階調補正よりも少ない階調補正量によって階調補
正する階調補正手段，
　を備えた請求項１に記載の撮像システム。
【請求項７】
　上記第２の本撮像制御手段による制御にもとづいて上記撮像装置から出力される画像デ
ータによって表される本撮像被写体像の縮小画像を生成する縮小画像生成手段をさらに備
え，
　上記第２の対象画像検出手段が，上記縮小画像生成手段によって生成された縮小画像の
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中から上記対象画像を検出するものである，
　請求項５または６に記載の撮像システム。
【請求項８】
　被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する撮像装置を備えた撮像システム
の制御方法において，
　プレ撮像をして，プレ被写体像を表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御
し，
　上記プレ撮像により上記撮像装置から出力された画像データによって表されるプレ被写
体像の中から対象画像を検出し，
　検出された対象画像の代表輝度が適正な明るさを有していれば露出量の調節が不要と判
定し，該対象画像の代表輝度が適正な明るさを有していなければ露出量の調節が必要と判
定し，
　露出量の調節が不要と判定されたことに応じて本撮像をして，本撮像被写体像を表す画
像データを出力するように上記撮像装置を制御し，
　露出量の調節が必要と判定されたことに応じて，検出された対象画像の露出量が，プレ
被写体像の全体を適正な明るさとするときの露出量よりも多く，特定対象を適正な明るさ
とするときの露出量よりも少ない露出量となるように露出量を調節し，
　調節された露出量のもとに，本撮像をして本撮像被写体像を表す画像データを出力する
ように上記撮像装置を制御する，
　撮像システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，撮像システムおよびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮像により得られた被写体像は光源，周辺の色などの影響を受けるために色が偏り，主
要被写体の階調不足などが生じる。このために被写体像を解析して白バランス調整，階調
補正を行うことがあるが，必ずしも被写体像全体の画質を改善することは容易ではない。
被写体像の中から顔の画像部分など主要被写体像を検出して，その主要被写体像の輝度，
色具合などを算出して，適正な明るさ，色でなければ絞りの調整，階調補正などを行うも
のもある（特許文献１，２）。
【特許文献１】特開2003-92700号公報
【特許文献２】特開2001-330882号公報
【０００３】
　しかしながら，その主要被写体が適切な明るさをもつように絞りなどを調整してしまう
と主要被写体の背景が明るい場合には，その明るい部分にいわゆる白とびが起きてしまう
。また，主要被写体の背景が暗い場合には，その暗い部分を階調補正するとノイズが強調
されてしまう。
【発明の開示】
【０００４】
　主要被写体の背景などの特定部分の不具合を防止することを目的とする。
【０００５】
　この発明による撮像システムは，被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力す
る撮像装置，プレ撮像をして，プレ被写体像を表す画像データを出力するように上記撮像
装置を制御するプレ撮像制御手段，上記プレ撮像制御手段による制御のもとに上記撮像装
置から出力された画像データによって表されるプレ被写体像の中から対象画像を検出する
第１の対象画像検出手段，上記第１の対象画像検出手段によって検出された対象画像にも
とづいて露出量の調節が必要かどうかを判定する露出量調節判定手段，上記露出量調節判
定手段によって露出量の調節が不要と判定されたことに応じて本撮像して，本撮像被写体
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像を表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御する第１の本撮像制御手段，上
記露出量調節判定手段によって露出量の調節が必要と判定されたことに応じて，上記第１
の対象画像検出手段によって検出された対象画像の露出利用が適切な明るさの近傍の明る
さとなるように露出量を調節する露出量調節手段，および上記露出量調節手段によって調
節された露出量のもとに，本撮像して本撮像被写体像を表す画像データを出力するように
上記撮像装置を制御する第２の本撮像制御手段を備えていることを特徴とする。
【０００６】
　この発明は，上記撮像システムに適した制御方法も提供している。すなわち，この方法
は，被写体を撮像し，被写体像を表す画像データを出力する撮像装置を備えた撮像システ
ムの制御方法において，プレ撮像をして，プレ被写体像を表す画像データを出力するよう
に上記撮像装置を制御し，上記プレ撮像により上記撮像装置から出力された画像データに
よって表されるプレ被写体像の中から対象画像を検出し，検出された対象画像にもとづい
て露出量の調節が必要かどうかを判定し，露出量の調節が不要と判定されたことに応じて
本撮像して，本撮像被写体像を表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御し，
露出量の調節が必要と判定されたことに応じて，検出された対象画像の露出利用が適切な
明るさの近傍の明るさとなるように露出量を調節し，調節された露出量のもとに，本撮像
して本撮像被写体像を表す画像データを出力するように上記撮像装置を制御するものであ
る。
【０００７】
　この発明によると，プレ撮像により，プレ被写体像を表す画像データが得られる。プレ
被写体像の中から対象画像が検出される。検出された対象画像にもとづいて露出量の調整
が必要かどうかが判定される。
【０００８】
　露出量の調整が不要であれば本撮像が行われ，本撮像被写体像が得られる。露出量の調
整が必要であれば，検出された対象画像の露光量が適切な明るさ近傍の明るさ（適切な明
るさそのものではない）となるように露出量が調節される。調節された露出量のもとで本
撮像が行われ，本撮像被写体像を表す画像データが得られる。
【０００９】
　この発明によると，検出された対象画像の露光量が適切な明るさそのものではなく，そ
の適切な明るさ近傍となるように露出量が調節される。本撮像被写体像の背景が明るすぎ
る場合でも，さらに明るくなってしまうことを未然に防止できる。
【００１０】
　上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データによ
って表される本撮像被写体像のうち，上記第１の対象画像検出手段によって検出された対
象画像の領域に対応する領域内の画像にもとづいて階調補正を行うかどうかを判定する階
調補正判定手段，および上記階調補正判定手段により階調補正を行うと判定されたことに
応じて，上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力された画像デー
タを，上記露光量調節手段による露光量の調節が行われない場合において上記第１の対象
画像検出手段によって検出された対象画像を適正な明るさとする階調補正よりも少ない階
調補正量によって階調補正する階調補正手段をさらに備えるとよい。
【００１１】
　対象画像の明るさが適切な明るさ近傍の明るさとなるように露出量が改善されて得られ
た本撮像被写体像について階調補正が行われるので，階調補正の程度が少なくて済み，本
撮像対象画像に暗い部分があってもノイズが強調されてしまうことを未然に防止できる。
【００１２】
　上記階調補正手段は，たとえば，線形階調補正および非線形階調補正の少なくとも一方
を行うものである。
【００１３】
　上記プレ撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データによって
表されるプレ被写体像のうち，上記第１の対象画像検出手段によって検出された対象画像
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に対応する領域内の画像および上記露出量調整手段によって調節された露出量にもとづい
てフラッシュ発光が必要かどうかを判定するフラッシュ発光判定手段，ならびに上記フラ
ッシュ発光判定手段によってフラッシュ発光が必要と判定されたことに応じて，上記第２
の本撮像制御手段による本撮像に同期してフラッシュ発光するようにフラッシュ発光装置
を制御するフラッシュ発光制御手段をさらに備えてもよい。
【００１４】
　上記第２の本撮像制御手段による制御にもとづいて上記撮像装置から出力される画像デ
ータによって表される本撮像被写体像の中から上記対象画像を検出する第２の対象画像検
出手段，上記第２の対象画像検出手段によって検出された対象画像にもとづいて階調補正
が必要かどうかを判定する階調補正判定手段，および上記階調補正判定手段によって階調
補正が必要と判定されたことに応じて，上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮
像装置から出力される画像データを，第２の対象画像検出手段によって検出された対象画
像を適正な明るさになるように階調補正する階調補正手段をさらに備えてもよい。
【００１５】
　本撮像被写体像の中から対象画像が検出されるので，本撮像被写体像を表す画像データ
が記録媒体に記録されることにより，実際に記録される対象画像を表す画像データの階調
が向上する。
【００１６】
　上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画像データによ
って表される本撮像被写体像の中から上記対象画像を検出する第２の対象画像検出手段，
上記第２の対象画像検出手段によって検出された対象画像の階調補正が必要かどうかを判
定する階調補正判定手段，および上記階調補正判定手段によって階調補正が必要と判定さ
れたことにより上記第２の本撮像制御手段の制御のもとに上記撮像装置から出力される画
像データを，上記露光量調節手段による露光量の調節が行われない場合において上記第１
の対象画像検出手段によって検出された対象画像を適正な明るさとする階調補正よりも少
ない階調補正量によって階調補正する階調補正手段を備えてもよい。
【００１７】
　上記第２の本撮像制御手段による制御にもとづいて上記撮像装置から出力される画像デ
ータによって表される本撮像被写体像の縮小画像を生成する縮小画像生成手段をさらに備
えてもよい。この場合，上記第２の対象画像検出手段が，上記縮小画像生成手段によって
生成された縮小画像の中から上記対象画像を検出するものとなろう。
【実施例】
【００１８】
　図１は，この発明の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を
示すブロック図である。
【００１９】
　ディジタル・スチル・カメラの全体の動作は，ＣＰＵ３によって統括される。
【００２０】
　ディジタル・スチル・カメラには，電源ボタン，シャッタ・レリーズ・ボタン，モード
設定スイッチなどのボタン類が含まれている操作器２が設けられている。この操作器２か
ら出力される操作信号は，ＣＰＵ３に入力する。また，ディジタル・スチル・カメラは，
フラッシュ撮影が可能なもので，フラッシュ装置５およびフラッシュ装置５におけるフラ
ッシュ発光を制御するためのフラッシュ制御回路４も設けられている。
【００２１】
　モード設定スイッチにより撮像モードが設定されると，プレ撮像が行われる。
【００２２】
　ディジタル・スチル・カメラには，レンズ駆動回路６によって位置決めされる撮像レン
ズ９が設けられている。この撮像レンズ９によってプレ撮像によって得られるプレ被写体
像を表す光像が，絞り駆動回路７によって制御される絞り10を通ってＣＣＤ11の受光面上
に結像する。撮像素子制御回路８の制御のもとに，ＣＣＤ11からプレ被写体像を表すアナ
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ログ映像信号が出力される。映像信号は，アナログ信号処理回路12において所定のアナロ
グ信号処理が行われて，アナログ／ディジタル変換回路13に入力する。アナログ／ディジ
タル変換回路13において，アナログ映像信号がディジタル画像データに変換されてディジ
タル信号処理回路14に入力する。
【００２３】
　ディジタル信号処理回路14から出力された画像データは，メモリ17を通過して表示制御
回路18に入力する。表示制御回路18によって表示装置19が制御させられることにより，表
示装置19の表示画面上にプレ被写体像が表示される。
【００２４】
　ディジタル画像データは，ディジタル信号処理回路14から出力されて特定対象検出回路
15にも入力する。特定対象検出回路15において，プレ撮像によって得られたプレ被写体像
から顔の画像部分が検出される。もっとも，顔以外の他の画像部分を特定対象として検出
してもよいのはいうまでもない。特定対象検出回路15において検出された顔の画像部分を
表す画像データは，ＣＰＵ３に入力する。ＣＰＵ３において，顔の画像部分が適正な明る
さよりも少し暗くなるように，絞り10の絞り値およびＣＣＤ11のシャッタ速度が決定され
る。
【００２５】
　図２は，プログラム線図の一例である。
【００２６】
　プログラム線図41は，プレ被写体像の全体を適正な明るさとするときに用いられるもの
である。プレ被写体像の全体が所定の明るさをもつが，プレ被写体像の顔などの特定対象
が暗くなることがある。プログラム線図42は，プレ被写体像の顔などの特定対象を適正な
明るさとするときに用いられるものである。顔などの特定対象が所定の明るさをもつこと
ができるが，背景が明るい場合などには背景にいわゆる白とびが起きることがある。プロ
グラム線図43は，プレ被写体像の顔などの特定対象が適正な明るさよりは少し暗くなるが
，背景が明るい場合であっても背景に白とびが起きないようになる。
【００２７】
　この実施例においては，プログラム線図43を用いて露出量が制御され，上述のように絞
り10の絞り値およびＣＣＤ11のシャッタ速度が決定される。
【００２８】
　図１に戻って，シャッタ・レリーズ・ボタンが押されると，本撮像が行われる。本撮像
によって得られた本撮像被写体像がＣＣＤ11の受光面上に結像する。上述のように，本撮
像被写体像を表す画像データがディジタル信号処理回路14に入力する。ディジタル信号処
理回路14において，入力したディジタル画像データの階調補正等が行われる。上述したよ
うに，顔の画像部分が適正な明るさよりも少し暗くなるように露出制御されて得られた画
像データについて階調補正が行われるから，露出制御されずに階調補正が行われる場合よ
りも，弱めの階調補正が行われる。ディジタル信号処理回路14における処理について詳し
くは，後述する。
【００２９】
　ディジタル信号処理回路14において階調補正等が行われた画像データは，メモリ17に与
えられ一時的に記憶される。画像データは，メモリ17から読み出されると，記録／読出制
御回路20によってメモリ・カード21に記録される。
【００３０】
　この実施例におけるディジタル・スチル・カメラは，再生機能も有している。モード設
定スイッチにより再生モードが設定されると，記録／読出制御回路20によってメモリ・カ
ード21から画像データが読み取られる。読み取られた画像データがメモリ17を介して表示
制御回路18に与えられることにより，表示装置19の表示画面上に画像が表示される。
【００３１】
　図３は，ディジタル信号処理回路14の電気的構成を示すブロック図である。
【００３２】
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　アナログ／ディジタル変換回路13から出力されたディジタル画像データは，ディジタル
信号処理回路14の前処理回路31において所定の前処理が行われて特定対象検出回路15に入
力する。上述したように特定対象検出回路15において上述したように顔の画像部分が検出
されて，顔の画像を表す画像データがＣＰＵ３に入力する。また，プレ被写体像の中にお
ける顔の領域を示すデータも特定対象検出回路15において検出され，その顔の領域を示す
データがゲイン補正回路32，トーン・カーブ補正回路33および色補正回路34に与えられる
。
【００３３】
　プレ被写体像を表す画像データは，ゲイン補正（線形階調補正）回路32に入力して，ゲ
イン補正が行われる。
【００３４】
　図４は，ゲイン補正回路32の入出力特性の一例である。
【００３５】
　ゲイン補正回路32は，入力したディジタル画像データのレベルを一律に上げて出力する
もので，線形特性をもつ入出力特性にしたがうものである。入出力特性51は，従来のよう
に顔の画像部分の明るさを適正とする場合に用いられるものである。但し，入出力特性51
を用いてゲイン補正が行われると，背景が明るい場合に白とびが生じることがあるのは理
解できよう。入出力特性52は，この実施例において用いられる入出力特性であり，従来の
入出力特性51よりも出力レベルが低くなるものである。このような入出力特性52を用いて
ゲイン補正が行われることにより，顔の画像部分の明るさを維持しつつ，背景に白とびが
生じなくなる。
【００３６】
　図３に戻って，ゲイン補正回路32から出力された画像データは，トーン・カーブ補正回
路33に入力し，トーン・カーブ補正が行われる。
【００３７】
　図５は，トーン・カーブ補正回路33の入出力特性の一例である。
【００３８】
　トーン・カーブ補正回路は，入力したディジタル画像データのレベルを，レベルに応じ
た割合で上げて出力するもので，非線形特性をもつ入出力特性にしたがうものである。入
力レベルが中くらいの場合には出力レベルが高くなり，入力レベルが低い場合または高い
場合には出力レベルは比較的低くなる。入出力特性61は，従来のように顔の画像部分の明
るさを適正とする場合に用いられるものである。但し，この入出力特性61を用いてトーン
・カーブ補正が行われると暗い部分に階調の連続性が失われ，いわゆる階調とびが生じる
ことがある。入出力特性62は，この実施例において用いられる入出力特性であり，従来の
入出力特性61よりも出力レベルが低くなるものである。このような入出力特性62を用いて
トーン・カーブ補正が行われることにより，顔の画像部分の明るさを維持することができ
，かつ背景の白とびを抑えることができる。
【００３９】
　再び図３に戻って，トーン・カーブ補正回路33から出力された画像データは色補正回路
34において色補正が行われる。色補正回路34から出力された画像データが後処理回路35を
介してディジタル信号処理回路14から出力されることとなる。
【００４０】
　上述した実施例においては，ゲイン補正とトーン・カーブ補正との両方の補正が行われ
ているが，いずれか一方が行われるようにしてもよい。
【００４１】
　図６は，ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャート，図７（Ａ）～
（Ｇ）は，被写体像の一例である。
【００４２】
　撮像モードが設定されると，プレ撮像が行われプレ被写体像91が得られる（ステップ71
，図７（Ａ））。特定対象検出回路15において，得られたプレ被写体像91の縮小処理が行
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われ，縮小されたプレ被写体像92が得られる（ステップ72，図７（Ｂ））。縮小されたプ
レ被写体像92の中から顔の画像部分93が検出される（ステップ73，図７（Ｃ））。プレ被
写体像94のうち，顔の画像部分95の代表（平均）輝度が算出される（ステップ74，図７（
Ｄ））。算出された顔の画像部分93の代表輝度が適正か（顔の画像が適正な明るさを有し
ているかどうか）が判断される（ステップ75）。完全に適正な明るさをもっていなくとも
ほぼ適正な明るさと見なせるようなに少し暗くてもよい。
【００４３】
　代表輝度が適正な明るさをもっていなければ（ステップ75でＮＯ），上述したように顔
の画像部分が適正な明るさよりも少し暗い程度の明るさとなるように絞り値，シャッタ速
度などが調節されることにより露出量が調節される（ステップ76）。
【００４４】
　シャッタ・レリーズ・ボタンが押されると（ステップ77でＹＥＳ），上述したように，
本撮像が行われ本撮像被写体像96が得られる（ステップ78，図７（Ｅ））。露出量が調整
されているので，本撮像被写体像96は，たとえば，プレ被写体像91よりも少し明るくなっ
ている。得られた本撮像被写体像96のうち，プレ撮像において検出された顔の画像93（95
）の領域に相当する領域98をもつ本撮像被写体像97において，その領域98内の画像の代表
輝度が算出される（ステップ79，図７（Ｆ））。得られた代表輝度が依然として適正で無
ければ（ステップ80でＮＯ），上述したように修正されたトーン・カーブを用いて階調補
正が行われる（ステップ81）。もちろん，ゲイン補正を行ってもよいのはいうまでもない
。階調補正により顔の部分も背景の部分も比較的適正な明るさをもつ本画像撮像画像99が
得られる（図７（Ｇ））。本撮像被写体像の顔の画像部分の代表輝度が適正なものとなっ
ていれば（ステップ80でＹＥＳ），ステップ81の処理はスキップされる。
【００４５】
　また，プレ撮像の顔の画像部分の代表輝度が適正なものであれば（ステップ75でＹＥＳ
），露出量が調整されることなく本撮像が行われ本撮像被写体像が得られる（ステップ82
）。
【００４６】
　図８は，他の実施例を示すもので，ディジタル・スチル・カメラのフローチャートであ
り，図６に示す処理と同一の処理については同一符号を付す。
【００４７】
　この実施例においては，プレ撮像において得られたプレ被写体像に含まれる顔の画像の
代表輝度が適正でなければ（ステップ75でＮＯ），露出量が調節された後に（ステップ76
），検出された顔の代表輝度と調節された露出量とから本撮像におけるフラッシュ発光の
要否が判定される（ステップ101）。
【００４８】
　フラッシュ発光が必要と判定されると（ステップ101でＹＥＳ），シャッタ・レリーズ
・ボタンが押されると（ステップ102でＹＥＳ），フラッシュ発光され，このフラッシュ
発光と同期して本撮像が行われる。本撮像により，顔の画像部分も背景部分も比較的適正
な明るさをもった本撮像被写体像が得られる（ステップ103）。
【００４９】
　フラッシュ発光が不要と判定されると（ステップ101でＮＯ），シャッタ・レリーズ・
ボタンが押されると（ステップ104でＮＯ），フラッシュ発光することなく本撮像が行わ
れる。本撮像被写体像が得られる（ステップ105）。
【００５０】
　図９および図10は，他の実施例を示すものである。図９は，ディジタル・スチル・カメ
ラの処理手順を示すフローチャートの一部である。この図においても図６の処理と同じ処
理については同一符号を付す。図10は，被写体像の一部である。
【００５１】
　図６に示す処理においては，本撮像においては顔の部分を検出していないが，図９にお
いては本撮像被写体像から顔の部分を検出するものである。
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【００５２】
　上述のように，プレ撮像が行われ，プレ撮像において検出された顔の画像の代表輝度が
適正なものでなければ露出量が調節される。シャッタ・レリーズ・ボタンが押されると（
ステップ111でＹＥＳ），本撮像が行われ本撮像被写体像96が得られる（ステップ112，図
10（Ａ））。得られた本撮像被写体像96が縮小され，縮小された本撮像被写体像111が得
られる（ステップ113，図10（Ｂ））。
【００５３】
　縮小された本撮像被写体像111から顔の画像部分113が検出され，顔の画像部分113が検
出された本撮像被写体像112が得られる（ステップ114，図10（Ｃ））。検出された顔の画
像部分113をもつ画像114から，その顔の画像部分113の代表輝度が算出される（ステップ1
15，図10（Ｄ））。算出された代表輝度が適正なもので無ければ（ステップ80でＮＯ），
トーン・カーブを用いて階調補正が行われ（ステップ81），顔の画像部分も背景も比較的
適正な明るさを持つ本画像被写体像115が得られる（図10（Ｅ））。
【００５４】
　本撮像において得られた被写体像から顔の画像部分を検出しているので，実際に記録さ
れる被写体像の顔の部分が正確に検出され，その顔の部分の明るさが比較的適正な明るさ
となる。
【００５５】
　図11および図12は，他の実施例を示すものである。図11は，ディジタル・スチル・カメ
ラの処理手順を示すフローチャートの一部である。図11においても図６に示す処理と同一
の処理については同一符号を付す。図12は，被写体像の一部である。
【００５６】
　この実施例は，プレ撮像後に再びプレ撮像を行い，得られた被写体像を縮小して，縮小
した被写体像から顔の画像部分を検出して，検出された顔の画像部分の代表輝度が適正か
どうかを判断するものである。縮小画像を利用しているので，比較的迅速に顔の画像部分
を検出できる。
【００５７】
　プレ撮像により得られた顔の代表輝度が適正で無ければ（ステップ121でＮＯ），露出
量が調節されて再びプレ撮像が行われ，再びプレ被写体像96が得られる（ステップ122，1
23，図12（Ａ））。再び得られたプレ被写体像96が縮小され，縮小されたプレ被写体像11
1が得られる（ステップ124，図12（Ｂ））。縮小したプレ被写体像112から顔の画像部分1
13が検出される（ステップ125，図12（Ｃ））。
【００５８】
　シャッタ・レリーズ・ボタンが押されると（ステップ77），その後の処理は図６に示す
ものと同じとなる。本撮像により得られた被写体像116から顔の画像が検出され（図12（
Ｄ）），顔の画像部分も背景も比較的明るい被写体像118が得られる（図12（Ｅ））。
【００５９】
　図13は，他の実施例を示すものである。図13は，ディジタル・スチル・カメラの処理手
順を示すフローチャートの一部である。この図において図６，図８および図９と同じ処理
については同一符号を付す。
【００６０】
　図13に示す処理は図８に示すステップ103に続くものである。
【００６１】
　上述のようにフラッシュ発光と同期して本撮像が行われて本撮像被写体像が得られる（
ステップ103）。その後，図９に示すように，得られた本撮像被写体像が縮小され，縮小
された本撮像被写体像の顔の画像部分が適正な明るさとなるようにトーン・カーブを利用
した階調補正が行われる（ステップ113～115，80，81）。
【００６２】
　図14から図16は，さらに他の実施例を示すものである。図14および図15は，ディジタル
・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。これらの図において図６，図
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９および図11に示す処理と同じ処理については同一符号を付して説明を省略する。図16は
，被写体像の一例である。
【００６３】
　プレ撮像が行われ，プレ被写体像131が得られる（ステップ71，図16（Ａ））。プレ被
写体像131が縮小され，縮小されたプレ被写体像132が得られる（ステップ72，図16（Ｂ）
）。縮小されたプレ被写体像132から顔の画像部分134が検出される（ステップ73，図16（
Ｃ））。検出された顔の画像部分136をもつ画像135から，その画像部分136の代表輝度が
算出される（ステップ74，図16（Ｄ））。
【００６４】
　プレ撮像の顔の代表輝度が適正でなければ（ステップ75でＮＯ），露出量が調節され（
ステップ76），再びプレ撮像が行われ再びプレ被写体像137が得られる（ステップ123，図
16（Ｅ））。再び得られたプレ被写体像が縮小されて縮小画像139が得られる（ステップ1
24，図16（Ｆ））。縮小されたプレ被写体像140から顔の画像部分141が検出され（ステッ
プ125，図16（Ｇ）），その顔の画像部分142をもつ画像143から顔の画像部分142の代表輝
度が算出される（ステップ115，図16（Ｈ））。
【００６５】
　算出された代表輝度と調節された露出量とからフラッシュ発光の要否が判定される（ス
テップ101）。フラッシュ発光が必要であると（ステップ101），シャッタ・レリーズ・ボ
タンが押されると（ステップ102でＹＥＳ），フラッシュ発光に同期して本撮像が行われ
て本撮像被写体像144が得られる（ステップ103，図16（Ｉ））。
【００６６】
　得られた本撮像被写体像144が縮小され，縮小された本撮像被写体像145が得られる（ス
テップ113，図16（Ｊ））。縮小された本撮像被写体像146から顔の画像部分147が検出さ
れる（ステップ114，図16（Ｋ））。検出された顔の画像部分149をもつ画像148から，そ
の顔の画像部分149の代表輝度が算出される（ステップ115，図16（Ｌ））。
【００６７】
　算出された代表輝度が適正でなければ（ステップ80でＮＯ），トーン・カーブを利用し
た階調補正が本撮像被写体像について行われる（ステップ81）。この結果，顔の画像部分
の背景も比較的適正な明るさをもつ被写体像150が得られる（図16（Ｍ））。
【００６８】
　プレ撮像の顔の画像部分の代表輝度が適正であるか（ステップ75でＹＥＳ），フラッシ
ュ発光が不要と判断されると（ステップ101），シャッタ・レリーズ・ボタンが押される
と（ステップ104でＹＥＳ），フラッシュ発光することなく本撮像が行われる（ステップ1
05）。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図２】プログラム線図の一例である。
【図３】ディジタル信号処理回路の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】ガンマ補正回路の入出力特性を示している。
【図５】トーン・カーブ補正回路の入出力特性を示している。
【図６】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図７】（Ａ）～（Ｇ）は，被写体像の一例である。
【図８】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図９】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートの一部である。
【図１０】（Ａ）～（Ｅ）は，被写体像の一例である。
【図１１】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートの一部である。
【図１２】（Ａ）～（Ｅ）は，被写体像の一例である。
【図１３】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートの一部である。
【図１４】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートの一部である。
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【図１５】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートの一部である。
【図１６】被写体像の一例である。
【符号の説明】
【００７０】
　１　ディジタル・スチル・カメラ
　３　ＣＰＵ
　７　絞り駆動回路
　８　撮像素子制御回路
　10　絞り
　11　ＣＣＤ
　14　ディジタル信号処理回路
　15　特定対象検出回路
　32　ゲイン補正回路
　33　トーン・カーブ補正回路

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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